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a

総
会
は
、
出
席
す
る
加
盟
国
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
方

式
に
よ
り
、
理
事
会
の
構
成
員
の
選
出
、
機
関
の
予

算
及
び
作
業
計
画
の
採
択
、
機
関
の
財
政
規
則
そ
の

他
の
財
政
事
項
に
関
す
る
決
定
、
憲
章
の
改
正
の
承

認
、
補
助
組
織
の
設
置
の
決
定
等
を
行
う
。（
第
九
条

Ｇ
関
係
）

b

総
会
は
、
出
席
す
る
加
盟
国
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
方

式
に
よ
り
、
加
盟
の
申
請
に
つ
い
て
の
決
定
、
総
会

及
び
理
事
会
の
手
続
規
則
の
承
認
、
年
次
報
告
書
そ

の
他
の
報
告
書
の
採
択
、
憲
章
の
範
囲
内
の
問
題
又

は
事
項
に
つ
い
て
の
協
定
の
締
結
の
承
認
等
を
行

う
。
た
だ
し
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
達
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
反
対
す
る
加
盟
国
が
二
を

超
え
な
い
と
き
は
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
達
し
た
も
の

と
み
な
す
。（
第
九
条
Ｈ
関
係
）

c

総
会
は
、
出
席
す
る
加
盟
国
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
方

式
に
よ
り
、
機
関
の
所
在
地
を
指
定
し
、
及
び
事
務

局
の
事
務
局
長
を
任
命
す
る
。
た
だ
し
、
コ
ン
セ
ン

サ
ス
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
出
席

し
、
か
つ
、
投
票
す
る
加
盟
国
の
三
分
の
二
以
上
の

多
数
に
よ
る
議
決
で
所
在
地
を
指
定
し
、
及
び
事
務

局
長
を
任
命
す
る
。
機
関
の
所
在
地
は
、
総
会
の
第

一
回
会
期
に
お
い
て
決
定
さ
れ
る
。（
第
九
条
Ｉ
及
び

第
一
八
条
関
係
）

`

機
関
の
各
加
盟
国
は
、
総
会
に
お
い
て
一
の
票
を

有
す
る
。
手
続
問
題
に
つ
い
て
の
決
定
は
、出
席
し
、

か
つ
、
投
票
す
る
加
盟
国
の
単
純
多
数
に
よ
る
議
決

で
行
い
、
ま
た
、
実
質
事
項
に
つ
い
て
の
決
定
は
、

出
席
す
る
加
盟
国
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
方
式
に
よ
っ
て

行
う
。
た
だ
し
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
達
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
反
対
す
る
加
盟
国
が
二

を
超
え
な
い
と
き
は
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
達
し
た
も

の
と
み
な
す
。（
第
九
条
Ｆ
関
係
）

９

理
事
会

^

理
事
会
は
、
総
会
が
選
出
す
る
一
一
人
以
上
二
一

人
以
下
の
機
関
の
加
盟
国
の
代
表
に
よ
り
構
成
さ

れ
、
そ
の
具
体
的
な
人
数
は
、
機
関
の
加
盟
国
の
数

を
基
礎
と
し
て
切
り
上
げ
て
算
定
さ
れ
る
加
盟
国
の

三
分
の
一
に
相
当
す
る
人
数
と
す
る
。
理
事
会
の
構

成
員
に
つ
い
て
は
、
加
盟
国
間
の
交
替
を
前
提
と
し

て
、
二
年
の
任
期
で
選
出
さ
れ
る
。（
第
一
〇
条
Ａ
関

係
）

_

理
事
会
は
、
半
年
ご
と
に
会
合
し
、そ
の
会
合
は
、

理
事
会
が
別
段
の
決
定
を
行
う
場
合
を
除
く
ほ
か
、

機
関
の
所
在
地
で
開
催
さ
れ
る
。（
第
一
〇
条
Ｂ
関

係
）

`

理
事
会
の
各
構
成
員
は
、
一
の
票
を
有
す
る
。
手

続
問
題
に
つ
い
て
の
決
定
は
、
そ
の
構
成
員
の
単
純

多
数
に
よ
る
議
決
で
行
い
、
ま
た
、
実
質
事
項
に
つ

い
て
の
決
定
は
、
構
成
員
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数

に
よ
る
議
決
で
行
う
。（
第
一
〇
条
Ｄ
関
係
）

a

理
事
会
は
、加
盟
国
間
の
協
議
及
び
協
力
の
促
進
、

機
関
の
作
業
計
画
案
及
び
予
算
案
の
検
討
及
び
総
会

へ
の
提
出
、
総
会
の
会
期
の
た
め
の
準
備
の
承
認
、

機
関
の
活
動
に
関
す
る
年
次
報
告
案
等
の
検
討
及
び

総
会
へ
の
提
出
等
を
行
う
。（
第
一
〇
条
Ｆ
関
係
）

10

事
務
局

^

事
務
局
は
、
総
会
、
理
事
会
及
び
こ
れ
ら
の
補
助

組
織
が
任
務
を
遂
行
す
る
に
当
た
り
、
総
会
、
理
事

会
及
び
こ
れ
ら
の
補
助
組
織
を
補
佐
す
る
。
事
務
局

は
、
憲
章
に
基
づ
い
て
与
え
ら
れ
る
そ
の
他
の
任
務

及
び
総
会
又
は
理
事
会
に
よ
っ
て
委
任
さ
れ
る
任
務

を
遂
行
す
る
。（
第
一
一
条
Ａ
関
係
）

_

事
務
局
は
、
事
務
局
長
及
び
必
要
な
職
員
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
る
。
事
務
局
長
は
、
理
事
会
の
勧
告
に

基
づ
き
四
年
の
任
期
で
総
会
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
、

そ
の
任
期
は
、
一
回
に
限
り
更
新
す
る
こ
と
が
で
き

る
。（
第
一
一
条
Ｂ
関
係
）

`

事
務
局
は
、
機
関
の
作
業
計
画
案
及
び
予
算
案
の

作
成
及
び
理
事
会
へ
の
提
出
、
機
関
の
作
業
計
画
及

び
そ
の
決
定
の
実
施
、
機
関
の
活
動
に
関
す
る
年
次

報
告
案
等
の
作
成
及
び
理
事
会
へ
の
提
出
、
総
会
、

理
事
会
等
に
対
す
る
運
営
上
及
び
技
術
上
の
支
援
の

提
供
等
を
行
う
。（
第
一
一
条
Ｅ
関
係
）

11

予
算

^

機
関
の
予
算
は
、
総
会
が
採
択
す
る
財
政
規
則
に

従
い
、
国
際
連
合
の
分
担
率
に
基
づ
き
総
会
が
決
定

す
る
加
盟
国
の
義
務
的
な
分
担
金
、
任
意
の
拠
出
金

そ
の
他
の
財
源
を
財
源
と
す
る
。
中
核
的
な
活
動
及

び
運
営
費
用
に
つ
い
て
は
、
義
務
的
な
分
担
金
に

よ
っ
て
支
弁
す
る
。（
第
一
二
条
Ａ
関
係
）

_

機
関
の
予
算
案
は
、
事
務
局
が
作
成
し
、
理
事
会

に
提
出
す
る
。
理
事
会
は
、
承
認
の
た
め
勧
告
を
付

し
て
当
該
予
算
案
を
総
会
に
提
出
し
、
又
は
再
検
討

及
び
再
提
出
の
た
め
当
該
予
算
案
を
事
務
局
に
返
却

す
る
。（
第
一
二
条
Ｂ
関
係
）

12

法
人
格
、
特
権
及
び
免
除

機
関
は
、国
際
法
上
の
法
人
格
を
有
す
る
も
の
と
し
、

加
盟
国
の
領
域
内
で
及
び
そ
の
国
内
法
令
に
従
う
こ
と

を
条
件
と
し
て
、
そ
の
任
務
の
遂
行
及
び
目
的
の
達
成

の
た
め
に
必
要
な
国
内
に
お
け
る
法
律
上
の
能
力
を
享

有
す
る
。
加
盟
国
は
、
特
権
及
び
免
除
に
関
す
る
別
個

の
取
極
に
つ
い
て
決
定
す
る
。（
第
一
三
条
関
係
）

13

最
終
条
項

憲
章
の
署
名
、
批
准
、
加
入
、
効
力
発
生
、
改
正
、

脱
退
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。（
第
一
五
条
、
第
一

六
条
、
第
一
九
条
及
び
第
二
〇
条
関
係
）
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国
際
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
憲
章
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
二
年
七
月
二
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

人

条
約
第
三
号

国
際
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
憲
章

こ
の
憲
章
の
締
約
国
は
、

持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

採
用
が
広
範
に
行
わ
れ
、
か
つ
、
増
大
す
る
こ
と
及
び
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
が
促
進
さ
れ
る
こ

と
を
希
望
し
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
全
保
障

及
び
不
安
定
な
価
格
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
の
並
び
に

こ
れ
を
漸
進
的
に
緩
和
す
る
た
め
の
大
き
な
機
会
を
提
供

す
る
と
の
確
固
た
る
信
念
に
動
か
さ
れ
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス

の
濃
度
を
減
少
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
り
気
候
系
の
安
定
化
に

貢
献
し
、
及
び
低
炭
素
経
済
へ
の
持
続
可
能
、
確
実
か
つ

緩
や
か
な
移
行
を
可
能
と
す
る
た
め
、
主
要
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
を
確
信
し
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
技
術
が
有
す
る
肯
定
的
な
影

響
で
あ
っ
て
、
持
続
可
能
な
経
済
成
長
の
促
進
及
び
雇
用

の
創
出
に
与
え
る
も
の
を
助
長
す
る
こ
と
を
希
望
し
、

特
に
開
発
途
上
国
に
お
い
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
分
散
的

な
ア
ク
セ
ス
を
提
供
し
、
並
び
に
孤
立
し
た
及
び
遠
隔
の

地
域
及
び
島
に
対
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
提

供
す
る
た
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
有
す
る
大
き
な

可
能
性
に
動
機
付
け
ら
れ
、

化
石
燃
料
の
使
用
及
び
伝
統
的
な
バ
イ
オ
マ
ス
の
非
効

率
的
な
使
用
が
健
康
に
与
え
る
深
刻
な
悪
影
響
を
憂
慮

し
、再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
向
上

と
の
組
合
せ
に
よ
り
、
今
後
数
十
年
に
わ
た
っ
て
予
想
さ

れ
る
世
界
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
急
激
な
増
加
に
漸
進

的
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
確
信
し
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
促
進
す
る
既
存
の
組

織
と
の
緊
密
な
協
力
を
確
立
し
つ
つ
、
加
盟
国
間
の
協
力

を
促
進
す
る
国
際
機
関
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
野

に
お
い
て
設
立
す
る
希
望
を
確
認
し
て
、
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